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入学試験実施方法等に変更が生じる場合は、本学公式Webサイトにて随時公表いたしますので、出願にあたっては必ず本学公式Webサイト等

にて最新情報をご確認ください。

2027年度　入試方式一覧

✓CHECK1　シンプルでわかりやすい入試方式
●全学部同一試験日・試験問題で実施

●名称どおりのわかりやすい試験科目数

✓CHECK2　自由度の高い試験科目
●選択科目で受験する教科・科目は出願時に届け出る必要はない（当日選択が可能）

●各学科・専攻の指定する科目数以上を受験した場合は高得点の科目を合否判定に採用

●グローバル型では過去２年間の中で最も実力を発揮できた英語資格・検定試験のスコアを英語の得点として利用できる

✓CHECK３　学部・学科・専攻間の併願がしやすい
●各学科・専攻の指定する科目を受験していれば、１回の受験ですべての学部・学科・専攻について合否判定可能

●一般入試では、一度の出願において同一入試型・同一学部内での併願をする場合、追加の検定料が不要

……例えば２科目型で経済学部に出願する場合、経済学科のみに出願しても経済、経営、金融の3学科に出願しても

検定料は同じ35,000円

武蔵大学一般方式のポイント

「英語」、「選択（世界史、日本史、政治・経済、数学から１科目）」、「国語」の教科・

科目のうち、２科目を受験します（３科目受験した場合は、高得点の２科目を

合否判定に使用します）。２科目グローバル型との併願はできません。

本学が指定する英語資格・検定試験（４技能）のスコアを本学が定めた基準によ

り得点化します。加えて、２月２日に「選択（世界史、日本史、政治・経済、数学

から１科目）」、「国語」の教科・科目のうち１科目を受験し、英語資格・検定試験

（４技能）の換算点と合算します（２科目受験した場合は、高得点の１科目を合否

判定に使用します）。２科目型との併願はできません。

「英語」、「選択（世界史、日本史、政治・経済、数学から１科目）」、「国語」を受験

します。

本学が指定する英語資格・検定試験（４技能）のスコアを本学が定めた基準によ

り得点化します。加えて、２月５日に「選択（世界史、日本史、政治・経済、数学

から１科目）」、「国語」を受験し、英語資格・検定試験（４技能）の換算点と合算

します。

経済学部、人文学部、社会学部、国際教養学部グローバルスタディーズ専攻は

３科目です。

国際教養学部経済・経営・国際関係専攻は、３科目型と５科目型があり、両型の

併願が可能です。

国際教養学部ビジネスデータサイエンス専攻は５科目です。

人文学部、社会学部、国際教養学部グローバルスタディーズ専攻は2科目です。

経済学部、国際教養学部経済・経営・国際関係専攻及びビジネスデータサイエンス

専攻は3科目です。

武蔵大学独自の学力試験を大学に来て受験します。すべての学部・学科・専攻が同じ試験問題・日程で行う入試方式です。

そのため、出願した学部・学科・専攻で指定する科目を受験していれば、１回の試験ですべての学部・学科・専攻について

合否判定することができます。試験時間は１科目60分、解答方法はマークシート方式です。

「令和９（２０２７）年度大学入学共通テスト」の成績を利用する入試です。本学での個別試験は課しません。
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2科目型

2科目グローバル型

（英語外部検定試験必須）

3科目型

3科目グローバル型

（英語外部検定試験必須）

前期日程

後期日程

※各方式の試験科目の詳細については、「募集人員・試験科目・配点一覧」のページでご確認ください。

※本要項においては、社会学部及び国際教養学部の学科表記を省略しております。
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・出願は1月5日より受付開始です。　https://www.smoothpathonline.jp/musashi

出願の前にアカウントの作成が必要です。アカウントの作成は10月19日より可能です。

・アカウント作成時のメールアドレスは原則として入学まで使用できるものを登録してください。出願時のみならず、入学手続時に

も重要なメールを送信します。

・出願サイトからの登録のみでは出願完了となりません。入学検定料の納付及び出願書類の郵送が必要です。

・入学検定料の割引制度を適用するためには、１度にまとめて出願を完了する必要があります。大学入学共通テスト方式前期日程の

割引制度を適用するためには、大学入学共通テスト方式前期日程の締切までに一般方式とまとめて出願を完了する必要があり

ます。

・複数回に分けて出願する場合においても、Web志願票は毎回郵送が必要です。出願期間（消印有効）内にWeb志願票が郵送され

なかった場合は出願不受理となります。

・期日に余裕をもった準備をお願いします。特に「調査書」や「英語資格・検定試験のスコア証明書」などは、学校や機関からの発行に

時間を要する場合があります。遅延提出は認められません。

・試験当日は、受験票に加え、身分証明書（生徒証・学生証・マイナンバーカード・パスポート・運転免許証・在留カード等（氏名及び生年

月日の記載があり写真付きで、試験日において有効なもの））を持参してください。本人確認のために提示を求めることがあります。 

大切なお知らせ 出願サイト

アドミッション・ポリシー（入学者受入れの方針）

武蔵大学は、学園建学の「三理想」に基づき、大学の「教育の基本目標」を定め、これらをもとに各学部の人材養成の目的と

教育研究上の目的を定めています。こうした本学の教育理念や教育目標を充分に理解し、グローバルリーダーとして成長しよう

とする意欲がある次のような人を受け入れます。 

1.本学での学修に必要な学力を有している人

2.専攻分野の学びを深め、かつ分野を横断して思考する力を身につけようとする意欲がある人

3.様々な角度から物事を捉え、論理的に考える力を身につけようとする意欲がある人

4.世界に雄飛し、異なる文化と多様な他者を理解して協働する力を身につけようとする意欲がある人

5.デジタル技術やデータを駆使しながら、学修成果を実社会で活用する力を身につけようとする意欲がある人

6.ゼミナール等での学修や探究を通して、主体的に組織や社会のなかで自らの役割を果たす力を身につけようとする意欲がある人

上記方針に沿い、多様な形態による各入学者選抜によって、本学での学修に必要な基本的な学力や学ぶ意欲などを多面的に

評価します。具体的な内容については、各学部・学科のアドミッション・ポリシーで定めます。

〇一般選抜での入学者受入れ方針

一般選抜（一般方式、大学入学共通テスト方式）では、以下のような点を評価します。

①本学での学修に必要な学力、即ち、知識・技能・思考力・判断力・教養や基礎的な外国語運用能力等を筆記試験にて評価します。

②本学のディプロマ・ポリシーに掲げたグローバルリーダーを目指す受験生に対しては、英語の得点配分を他科目より高く

設定したり、英語外部検定試験の一定レベル以上の資格・スコア等を重視します。

各学部・学科のアドミッション・ポリシーは、本学公式Webサイトより確認してください。

https://www.musashi.ac.jp/about/disclosure/student/admission_policy.html

出願に際してお知らせいただいた住所、氏名、生年月日等の個人情報は、願書受付、入学試験実施、合格者発表、入学手続及び

これらに付随する業務を行うために利用します。これらの業務の一部を、武蔵大学が指定した業者に委託します。業務委託にあたり、

委託先に対し、機密保持契約を結び必要かつ適切な管理を義務付けた上で、お知らせいただいた個人情報の必要な範囲を提供

します。また、個人が特定されないように統計処理した情報を、武蔵大学における入学者選抜及び教育改善のための調査の資料

として利用します。あらかじめご了承ください。

なお、出願書類については「学校法人根津育英会武蔵学園 個人情報保護規程」に基づき適切に管理いたします。詳細は、下記

武蔵大学公式Webサイトの「武蔵学園における個人情報の取扱い」をご確認ください。

https://www.musashigakuen.jp/privacypolicy.html

個人情報の取扱いについて


